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生保の国保加入と
被用者保険の適用拡大
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財
政
制
度
等
審
議
会
は
５
月
の
建
議

で
、
生
活
保
護
受
給
者
（
生
保
）
の
国

保
加
入
と
被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大
の

両
方
を
掲
げ
た
。

　

国
保
の
世
帯
は
農
業
・
自
営
業
は
１

割
強
。
大
半
は
年
金
受
給
等
の
無
職
者

と
非
正
規
労
働
者
で
、
所
得
の
あ
る
限

ら
れ
た
者
に
過
重
な
負
担
を
強
い
る
制

度
だ
。
全
国
市
長
会
・
全
国
町
村
会
は
、

生
保
の
国
保
加
入
は
国
の
財
政
責
任
を

地
方
自
治
体
や
国
民
に
付
け
替
え
る
も

の
で
、
国
保
等
の
財
政
破
綻
を
招
く
と

し
、
従
来
か
ら
強
く
反
対
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
財
政
審
は
全
世
代
型
社
会

保
障
構
築
会
議
報
告
を
受
け
、
勤
労
者

皆
保
険
の
実
現
の
た
め
、
企
業
規
模
要

件
の
撤
廃
や
週
20
時
間
未
満
労
働
者
へ

の
適
用
等
被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大
を

次
期
年
金
制
度
改
革
で
実
施
す
べ
き
と

い
う
。
検
討
中
の
懇
談
会
で
、
国
保
関

係
者
は
適
用
拡
大
で
一
層
無
所
得
者
が

増
え
、
国
保
の
財
政
基
盤
に
与
え
る
影

響
に
懸
念
を
表
明
し
て
い
る
。

　

財
政
審
は
生
保
の
国
保
加
入
で
、
都

道
府
県
が
保
険
者
の
機
能
も
あ
わ
せ
持

ち
、
医
療
全
体
の
実
効
的
な
適
正
化
が

図
れ
る
と
い
う
。
確
か
に
国
保
改
革
で
、

都
道
府
県
は
医
療
提
供
体
制
と
国
保
財

政
の
両
方
に
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ

た
が
、
医
療
機
能
の
分
化
・
連
携
や
医

師
偏
在
対
策
等
の
医
療
提
供
体
制
の
課

題
は
医
療
費
適
正
化
で
は
割
り
切
れ
な

い
複
雑
系
で
、
効
果
は
期
待
薄
だ
。

　

国
は
引
き
続
き
応
分
の
財
政
責
任
を

果
た
す
と
い
う
が
、
医
療
扶
助
を
国
保

に
移
し
て
被
用
者
保
険
と
の
財
政
調
整

の
対
象
に
し
、
国
庫
負
担
を
４
分
の
３

か
ら
「
応
分
」
ま
で
削
減
し
た
い
だ
け

で
は
な
い
の
か
。
保
険
者
機
能
の
強
化

は
、
被
用
者
保
険
の
適
用
を
拡
大
し
国

保
の
財
政
基
盤
を
一
層
削
い
で
、
そ
こ

に
１
兆
１
千
億
円
の
医
療
扶
助
を
持
ち

込
み
、
無
職
や
非
正
規
の
国
保
加
入
者

に
負
担
を
強
い
て
ま
で
実
現
す
る
価
値

が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。


